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三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。

平 成 二 十 五 年 二 月 十 八 日

三 重 県 教 育 委 員 会 委 員 長 岩 崎 恭 典
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三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 ( 平 成 十 四 年 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 六 号 ) の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 一 項 中 ｢ 、 当 該 申 請 を し た 者 ｣ の 下 に ｢ 、 保 護 者 、 連 帯 保 証 人 ｣ を 加 え る 。

第 六 条 第 二 項 中 ｢ 在 学 す る 高 等 学 校 等 ｣ の 下 に 、 ｢ ( 採 用 の 予 約 を 受 け た 者 に つ い て は 、 当 該 採 用 の 予 約 を 受

け た 者 が 、 第 五 条 第 五 項 に 規 定 す る 進 路 決 定 届 に よ り 届 け 出 た 高 等 学 校 等 。 次 項 に お い て 同 じ 。)｣ を 加 え 、 同 条

第 三 項 中 ｢( 採 用 の 予 約 を 受 け た 者 に つ い て は 、 当 該 採 用 の 予 約 を 受 け た 者 が 、 第 五 条 第 五 項 に 規 定 す る 進 路 決

定 届 に よ り 届 け 出 た 高 等 学 校 等 )｣ を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 ｢ 修 学 費 の 貸 与 月 額 ｣ を ｢ 奨 学 金 の 貸 与 額 ｣ に 改 め 、

同 条 第 五 項 中 ｢ 貸 与 月 額 ｣ を ｢ 貸 与 額 ｣ に 改 め る 。

第 十 一 条 第 一 項 第 一 号 中 ｢ 高 等 学 校 ｣ を ｢ 高 等 学 校 等 ｣ に 改 め る 。

第 十 一 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 奨 学 生 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 提 出 し た 三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 返 還 明 細 書 ( 第 六 号 様 式 ) の 返 還 方 法 を

変 更 し よ う と す る と き は 、 速 や か に 奨 学 金 返 還 計 画 ( 方 法 ) 変 更 申 請 書 ( 第 六 号 様 式 の 二 ) を 教 育 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。

第 十 二 条 第 二 項 中 ｢ 猶 予 期 間 ｣ を ｢ 猶 予 及 び 据 え 置 き 期 間 ｣ に 改 め る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 二 号 中 ｢ 医 師 の 診 断 書 そ の 他 書 類 ｣ を ｢ 医 師 の 診 断 書 ( 第 十 三 号 様 式 ) そ の 他 の 書 類 ｣ に 改

め る 。
第 十 四 条 第 一 項 中 ｢ 及 び ｣ を ｢ 又 は ｣ に 改 め 、 ｢ そ の 保 護 者 が ｣ の 下 に ｢ 、 奨 学 金 貸 与 期 間 の 終 了 後 、｣ を 加 え 、

｢ い ず れ か に 該 当 す る に 至 っ た ｣ を ｢ い ず れ か に 該 当 し 、 返 還 が 困 難 に な っ た ｣ に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 ｢ 奨 学 金

貸 与 期 間 の 終 了 後 、 引 き 続 き ｣ を 削 り 、 ｢ 課 程 又 は ｣ を ｢ 課 程 若 し く は ｣ に 改 め 、 ｢ 外 国 の 学 校 に 留 学 し た と き ｣

の 下 に ｢ 、 又 は 法 令 に 基 づ き 設 置 す る 大 学 校 の う ち 、 学 位 を 取 得 す る こ と が で き る 大 学 校 に 在 学 し た と き ( 国 家

公 務 員 の 身 分 を 有 す る 者 を 除 く )｣ を 加 え 、 同 項 第 三 号 中 ｢ 奨 学 金 貸 与 期 間 の 終 了 後 、 災 害 、 疾 病 又 は そ の 他 や

む を 得 な い 事 由 に よ っ て 返 還 が 困 難 に な っ た と き 。｣ を ｢ 災 害 に よ り 被 害 を 受 け た と き 。｣ に 改 め 、 同 項 に 次 の 五

号 を 加 え る 。

四 第 二 号 に 規 定 す る 学 校 へ の 進 学 準 備 の た め 、 自 宅 又 は 自 宅 外 で 学 習 し た と き 。

五 就 職 の た め 、 職 業 訓 練 を 受 け て い る と き 。 ( 職 業 訓 練 を 受 け て い る 施 設 か ら 給 与 を 得 て い る 場 合 を 除 く 。)

六 就 労 の 意 思 を 有 し な が ら 一 度 も 就 労 で き な い と き 。

七 疾 病 、 失 業 又 は 休 職 に よ り 就 労 す る こ と が で き な い と き 。

八 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ っ て 返 還 が 困 難 に な っ た と き 。

第 十 四 条 中 第 二 項 及 び 第 三 項 を 削 り 、 第 四 項 を 第 二 項 と す る 。

第 十 四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。
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( 返 還 猶 予 の 期 間 )
第 十 四 条 の 二 前 条 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予 の 期 間 は 、 次 の と お り と す る 。

一 前 条 第 一 項 第 一 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 そ の 事 由 が 継 続 し て い る 期 間

二 前 条 第 一 項 第 二 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 そ の 事 由 が 継 続 し て い る 期 間 及 び そ の 事 由 が 消 滅 し た 月 の

翌 月 か ら 起 算 し て 半 年 間

三 前 条 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。 た だ し 、 猶 予 期

間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 事 由 が 継 続 し て い る 場 合 に お い て 、 教 育 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、 猶 予 期 間 を 延 長 す

る こ と が で き る も の と す る 。

四 前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 八 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。

２ 前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 八 号 の 規 定 に よ り 返 還 猶 予 し た 場 合 に お い て 、 教 育 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、 一 年

以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を 延 長 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 延 長 期 間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 事 由 が 継 続

し て い る 場 合 に お い て 、 教 育 長 が 必 要 と 認 め た と き は 、 さ ら に 一 年 以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を 延 長 す る こ と が で

き る も の と す る 。

３ 前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 八 号 の 規 定 に よ り 返 還 猶 予 す る 場 合 は 、 猶 予 事 由 及 び 猶 予 期 間 の 延 長 の 有 無 に か か

わ ら ず 、 通 算 し て 三 年 以 内 を 限 度 と し て 返 還 猶 予 で き る も の と す る 。

第 十 五 条 第 一 項 中 ｢ 直 ち に ｣ の 下 に ｢ 別 表 第 四 の ｣ を 加 え 、 同 項 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 五 号 と し 、 第 七

号 を 第 六 号 と し 、 第 八 号 を 第 七 号 と す る 。

別 表 第 三 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。

別 表 第 四 ( 第 十 五 条 関 係 )

奨 学 生 が 退 学 し た と き 。

奨 学 生 が 休 学 し た と き 。

奨 学 生 が 復 学 し た と き 。

奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と 又 は 採 用 の 予 約 を 辞 退 す る と き 。

奨 学 生 、 採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 及 び 高 等 学 校 等 か ら 入 学 の 許

可 を 得 る こ と を 条 件 と し て 採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け る 者 、 若 し く は

奨 学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保 護 者 又 は 連 帯 保 証 人 が 住 所 又 は 名 前 を

変 更 し た と き 。

第 八 条 の 規 定 に よ り 修 学 奨 学 金 の 振 込 を 行 う 金 融 機 関 の 口 座 を 変 更

し た と き 。

そ の 他 教 育 長 が 必 要 と 認 め る 事 項 に 変 更 が 生 じ た と き 。

事 由

異 動 届 ( 第 九 号 様 式 )

異 動 届 ( 第 九 号 様 式 )
異 動 届 ( 第 九 号 様 式 )

異 動 届 ( 第 九 号 様 式 の 二 )

異 動 届 ( 第 九 号 様 式 の 三 )

異 動 届 ( 第 九 号 様 式 の 四 )

教 育 長 が 別 途 定 め る 様 式

提 出 様 式
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附 則

１ こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 五 年 三 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ

れ て い る 申 請 書 等 は 、 改 正 後 の 三 重 県 高 等 学 校 等 修 学 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ た

申 請 書 等 と み な す 。


